
     
 
 
  

 

    

一
月
は
、
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
、

校
内
書
き
ぞ
め
展
に
多
く
の
保
護
者
の

方
々
に
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

練
馬
区
立
美
術
館
で
行
わ
れ
た
連
合
図
工

展
や
連
合
書
き
ぞ
め
展
に
も
、
多
く
の
ご

参
観
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
野
球
殿
堂
博
物
館
が
先
月
、
今

年
の
野
球
殿
堂
顕
彰
者
を
発
表
し
た
こ

と
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

中
で
も
、
殿
堂
入
り
の
資
格
取
得
一
年
目

に
し
て
選
出
さ
れ
た
現
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

監
督
の
工
藤
公
康
氏
は
、
王
貞
治
氏
や
野

茂
英
雄
氏
に
続
き
、
史
上
四
人
目
と
い
う

こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

工
藤
監
督
を
形
容
す
る
言
葉
と
し
て
、

「
努
力
の
人
」
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
は
、
工
藤
監
督
は
と
て
も

「
自
分
の
引
き
出
し
」
を
多
く
も
っ
て
い

る
人
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
努

力
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
工
藤
監
督
が
現
役
の
投
手
だ
っ
た 

         

と
き
に
語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
の
こ

と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。 

投
手
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
能
力

に
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
工

藤
監
督
（
当
時
投
手
）
は
、
そ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
定
ま
ら
な
い
時
、
コ
ー
チ
か
ら

肩
の
動
き
に
つ
い
て
指
導
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
工
藤
監
督
は
、
肩
の
動

き
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
ひ
じ
や
足
、

腰
の
使
い
方
」
な
ど
、
自
分
で
い
く
つ
も

の
練
習
方
法
を
考
え
、
実
行
に
移
し
て
い

き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
こ
う
し
た
「
自
ら

考
え
て
実
行
す
る
」
練
習
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
い
ざ
、
試
合
中
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
乱
れ
た
時
、
自
分
自
身
の
力
で
修
正

で
き
た
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

工
藤
監
督
は
、
さ
ら
に
こ
う
も
語
っ
て

い
ま
し
た
。「
困
っ
た
と
き
に
誰
か
か
ら
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
、
解
決
に
向
け
て

の
き
っ
か
け
に
す
ぎ
な
い
。『
自
分
だ
っ
た

ら
、
ど
う
す
る
か
』
を
常
に
考
え
て
い
く

中
で
見
つ
け
た
解
決
方
法
は
、
自
分
の
財

産
に
な
る
。
」
ま
た
、
考
え
た
末
に
得
た

様
々
な
経
験
を
工
藤
監
督
は
「
自
分
の
引

き
出
し
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
引

き
出
し
」
を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
か
ど

う
か
で
、
困
難
な
こ
と
や
場
面
に
出
会
っ

た
と
き
の
乗
り
越
え
方
が
ち
が
う
と
語
っ

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。 

子
供
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
本
校
で
様
々

な
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
学
ん

だ
こ
と
を
も
と
に
、
よ
り
よ
い
方
法
を
粘

り
強
く
考
え
出
し
工
夫
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
経
験
を
も
と
に
し
た
「
引
き
出
し
」

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
、
自
分
に
自
信
を
も
た

せ
、
自
分
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
す
。 

本
校
の
教
育
目
標
の
第
一
は
「
よ
く
考

え
行
動
す
る
子
」
で
す
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
「
主
体
的
に
学
ぶ
児
童
の
育
成
」
を

研
究
主
題
と
し
て
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
、「
自

分
の
引
き
出
し
」
を
増
や
す
子
供
の
育
成

に
今
後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

    

 

二
月
の
行
事
予
定 

 

１
（
月
）
委
員
会
活
動 

８
（
月
）
午
前
授
業
（
一
年
一
組
の
み
五
時
間
授
業
） 

10
（
水
）
ク
ラ
ブ
紹
介
集
会
① 

11
（
木
）
建
国
記
念
の
日 

13
（
土
）
学
校
公
開
・
火
曜
時
間
割 

ク
ラ
ブ
紹
介
集
会
② 

 
 
 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
e
ル
ー
ル
（
三
校
時
・
三
、
四
年
） 

 
 
 
 

親
子
親
睦
会
（
四
年
生
） 

15
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動
・
ク
ラ
ブ
見
学
（
三
年
） 

 
 
 
 

お
話
の
会
（
一
、
二
年
） 

16
（
火
）
新
一
年
生
入
学
説
明
会 

一
、
二
年
生
午
前
授
業 

お
話
の
会
（
三
、
四
年
） 

17
（
水
）
午
前
授
業
（
区
教
育
研
究
会
） 

18
（
木
）
社
会
科
見
学
（
三
年
生
） 

19
（
金
）
煙
体
験
（
二
、
三
年
） 

22
（
月
）
P

T

A
総
会 

25
（
木
）
薬
物
乱
用
防
止
教
室
（
六
年
生
） 

保
護
者
会
（
五
、
六
年
）
五
、
六
年
生
五
時
間
授
業 

26
（
木
）
お
別
れ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
五
、
六
年
） 

      

 

『
自
分
の
引
き
出
し
を
増
や
す
』 

校
長 

 

大
槻 

亨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No．３４９ 

平成２８年２月 

練馬第二小学校 

校長 大槻 亨 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
じ
ょ
う
ぶ
な
体
を
作
ろ
う
。 

★
週
の
生
活
目
標 

・
上
着
を
ぬ
い
で
遊
ぶ
。 

・
寒
さ
に
負
け
ず
元
気
に
遊
ぶ
。 



挨
拶
運
動 

川
柳
大
会 

藤
澤 

雅
子 

  

毎
年
、
一
月
下
旬
に
全
校
児
童
で
「
挨
拶

運
動 

川
柳
大
会
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
き
た
え
国
語
」
の
時
間
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
一
年
生
は
難
し
い
の
で
、
担
任
の
先

生
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

挨
拶
は
人
と
人
の
心
を
繋
ぐ
上
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
日
々
の
指
導
に
加

え
て
、
年
一
回
挨
拶
運
動
と
し
て
取
り
組
み
、

気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
を
し
よ
う
と
い
う
意

欲
を
喚
起
し
た
り
、
挨
拶
の
大
切
さ
を
考
え

た
り
す
る
機
会
に
し
て
い
ま
す
。 

 

「
川
柳
」
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
「
五
・
七
・
五
」
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん

で
、
挨
拶
へ
の
思
い
を
表
現
し
て
く
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。「
嬉
し
い
」
「
楽
し
い
」

な
ど
の
気
持
ち
を
直
接
表
す
言
葉
は
な
る

べ
く
使
わ
ず
に
、
低
学
年
は
リ
ズ
ム
よ
く
、

高
学
年
は
「
言
葉
」
に
こ
だ
わ
り
、「
言
葉
」

を
考
え
て
、
作
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま

す
。 

 

一
年
生
は
特
別
参
加
で
全
員
に
賞
状
が

渡
さ
れ
ま
す
。
二
年
生
以
上
は
学
年
三
点
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
、
昇
降
口
に
掲
示
さ
れ
、

賞
状
が
渡
さ
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
が
一
生
懸

命
考
え
て
取
り
組
む
「
川
柳
」
、
毎
年
、
素

敵
な
作
品
が
う
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
マ
ラ
ソ
ン
月
間
」
の
取
組 

体
育
的
行
事
部 

大
野 

明
彦 

 

一
月
二
十
日
（
水
）
か
ら
二
月
十
七
日

（
水
）
ま
で
の
中
休
み
の
時
間
、
全
校
で
「
マ

ラ
ソ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

マ
ラ
ソ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
筋
持
久

力
や
心
肺
機
能
が
高
ま
り
、
冬
の
寒
さ
に
負

け
な
い
健
康
な
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
長
い
距
離
を
走
り
ぬ
く
こ
と
で
、

粘
り
強
い
心
を
養
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

中
休
み
の
時
間
や
体
育
の
授
業
で
校
庭

の
ト
ラ
ッ
ク
を
走
っ
た
回
数
を
カ
ー
ド
に

ぬ
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
無
理
な
く

自
分
の
目
標
を
も
っ
て
、
意
欲
的
に
取
り
組

み
、
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
な

が
ら
、
体
力
を
つ
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
励
ま
し
の
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

二
分
の
一
成
人
式
に
向
け
て 

 
 
 
 
 

四
年
担
任 

新
宮
領 

美
貴 

 

 

四
年
生
は
、
二
月
十
三
日
（
土
）
の
一
、

二
時
間
目
に
体
育
館
で
、
「
二
分
の
一
成
人

式
」
を
行
い
ま
す
。 

「
二
分
の
一
成
人
式
」
は
、
十
歳
と
い
う
節

目
で
あ
る
歳
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
い
、
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
や

目
標
に
む
け
て
の
決
意
を
表
明
す
る
式
で

す
。 

 

各
ク
ラ
ス
か
ら
の
有
志
に
よ
る
「
二
分
の

一
成
人
式
実
行
員
会
」
の
子
供
た
ち
が
、
休

み
時
間
や
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
や
案
内
状
の
作
成
、
会
場

の
装
飾
、
司
会
原
稿
の
準
備
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
「
二
分
の
一
成
人
式
証
書

授
与
」
や
「
十
歳
の
記
念
日
」
の
合
唱
も
行

い
ま
す
。 

 

実
行
委
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る

に
あ
た
り
、
各
ク
ラ
ス
で
「
十
歳
に
な
っ
た

自
分
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
方
法
」
、
「
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
方
法
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
学
ん
だ
「
広
告
小

学
校
」
で
の
Ｃ
Ｍ
作
り
の
経
験
を
活
か
し
、

自
分
の
も
つ
良
さ
や
可
能
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
自
分
Ｃ
Ｍ
を
流
し
た
い
、
手
紙
で
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い
、
歌
で
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
、「
二

分
の
一
成
人
式
」
に
向
け
て
、
学
年
が
一
丸

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

共
に
お
互
い
の
成
長
を
祝
い
、
感
謝
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
の
思
い

出
に
残
る
会
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

  

少
人
数
算
数
指
導
の
学
習 

 

少
人
数
算
数
指
導 

高
野 

絵
美 

 

 

今
年
度
、
算
数
で
は
三
～
六
年
生
の
二
学

級
を
三
コ
ー
ス
に
分
け
、
習
熟
度
別
少
人
数

授
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
と

連
携
し
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
習
内
容
の
確

実
な
定
着
や
、
問
題
解
決
能
力
や
思
考
力
の

育
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

習
熟
度
別
の
少
人
数
授
業
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
自
分
か
ら
進
ん
で
発
表

で
き
な
か
っ
た
子
供
が
手
を
挙
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
質
問
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
子
供
た
ち
の
様

子
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
（
発
展
）
コ
ー
ス
で
は
、
子

供
た
ち
同
士
で
活
発
に
議
論
を
す
る
な
ど
、

今
ま
で
以
上
に
意
欲
的
に
学
習
で
き
ま
し

た
。 今

後
も
子
供
た
ち
が
「
分
か
っ
た
。
で
き

た
。
算
数
っ
て
楽
し
い
。」
と
思
え
る
よ
う
、

分
か
り
や
す
い
授
業
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 


